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■図書などの新着情報

おとなの本棚

☆『河
か っ ぱ

童の日本史』中村禎
て い り

里（筑摩

書房）☆『図説化石の文化史 神

話、装身具、護符、そして薬まで』

ケン・マクナマラ 著、黒木章人 

訳（原書房）

こどもの本棚

☆『サツマイモ大図鑑 サツマイモ

のすべて』大木邦彦 文・構成、大

竹道茂 監修（あかね書房）☆『山を

つくる 東京チェンソーズの挑戦』

菅聖子（小峰書店）

■今月のおすすめの本

～おとなの本棚から～

☆『漫画 サピエンス全史 人類の

誕生編』

ーユヴァル・ノア・ハラリ 原案・脚

本、ダヴィッド・ヴァンデルムー

レン 脚本、ダニエル・カザナヴ 

漫画、安原和見 訳（河出書房新社）

　かつて地球上

には何種類もの

ヒ ト が い ま し

た。なぜ私たち

ホモ・サピエン

スだけが生き延

び、繁栄することができたのか？　

ユヴァル・ノア・ハラリの世界的ベ

ストセラー『サピエンス全史』の公

式漫画版です。

～こどもの本棚から～

☆『カカ・ムラド～ナカムラのおじ

さん』

ーガフワラ 原作、さだまさしほ

か 訳・文（双葉社）

　アフガニスタ

ンの人々を助け

る活動をしてい

た医師の中村哲

さんは、銃で撃

たれて亡くなり

ました。中村さんのしたことを忘

れないよう、後世に語り継ぐため

にアフガニスタンで出版された絵

本です。

■テーマ図書展・企画展など

①花巻図書館（☎23-5334）

⃝３月のテーマ図書展

▲

《３．11東日本大震災10周年追悼

企画図書展「-10年の歩みを読み繋
つな

ごう-」》

▲

《「さがしてみよう！」春

の絵本》

▲

《「みんながつながる」な

かよしの絵本》

⃝県立図書館巡回展《おらほのこ

とば～橘
たちばな

正一没後80年～》

【期間】 ３月６日（土）～14日（日）

②大迫図書館（☎48-2244）

⃝テーマ図書展《震災復興の本》

【期間】 ３月５日（金）～31日（水）

⃝ギャラリー展《令和２年岩手の

蘇
そ

民
みん

祭
さい

巡回写真展》

【期間】 ３月６日（土）～28日（日）

③石鳥谷図書館（☎45-6882）

⃝企画図書展

▲

《～もうすぐ春～ガーデニング

を始めよう‼》

【期間】 ３月10日（水）～４月４日（日）

▲

《はじめよう！春だもん》

【期間】 ３月24日（水）～５月９日（日）

⃝市民ギャラリー展《水墨画展（石

水会）》

【期間】 ３月24日（水）～４月18日（日）

④東和図書館（☎42-3202）

⃝テーマ図書展《３.11東日本大震

災に学ぶ10年-防災、防犯の本-》

【期間】 ３月３日（水）～28日（日）

⃝ギャラリー展《阿部正介切り絵 

鬼
おに

剣
けん

舞
ばい

展》

【期間】 ３月３日（水）～31日（水）

⃝企画図書展《春休みにおすすめ

の本》

【期間】 ３月17日（水）～４月４日（日）

花巻・大迫＝３月１日（月）・20日（土・祝）、４月１日（木）
石鳥谷・東和＝毎週月曜日、３月２日（火）・20日（土・祝）、４月１日（木）

【各図書館の休館日】

　各図書館の月～金曜日の開
館時間を次のとおり短縮し、
本の貸し出し・返却のみの利
用としています。
【時間】 午前10時～午後５時

図書館来館時の注意点
�体調が悪い人、咳をしている人、37.5度以上の熱がある人は入館をご遠慮ください
�マスクの着用のほか、手指の消毒・手洗いにご協力をお願いします

■花巻市国際姉妹都市等

　周年記念展示

【展示期間】 ３月３日（水）～15日（月）

【会場】 ぷらっと花巻（イトーヨー

カドー花巻店２階）

【展示内容】 ベルンドルフ市との

55周年＆ラットランド市との35周

年の歩みを、写真や記念品などで

紹介

【入場料】 無料

【問い合わせ】 花巻国際交流協会

（☎26-5833）

アンケートに答えた来場者の中

から抽選で合計10人に、姉妹都市に

ちなんだ賞品をプレゼントします。

■農業科学博物館企画展

　「馬と農民～『糠
ぬ か

部
のぶの

駿
しゅん

馬
め

』『南

　部駒』と農家との関わり～」

　日常生活の中で接する機会が少

なくなった馬の歩みを振り返ると

ともに、農民と馬との関わりにつ

いて紹介します。

【会期】 ３月３日（水）～６月30日（水）

【時間】 午前９時～午後４時30分

※入館は午後４時まで

【会場】 農業科学博物館（北上市飯

豊3-110）

【入館料】 一般300円、学生140円、

高校生以下無料

【問い合わせ】 農業科学博物館（☎
0197-68-3975）

▲ ベルンドルフ市（写真上）とラットラ
ンド市（写真下）の街並み

花巻市農業賞受賞者が決定しました
第
15
回

＊新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、表彰式は中止します

　花巻市農業振興対策本部では、農業経営および農業振興に顕著な業績を上げ、

特に他の模範となる人に花巻市農業賞を授与しています。

　第15回花巻市農業賞を受賞された４部門16組の皆さんは次のとおりです。

営
農
部
門

農
事
組
合
法
人 

Ｎ
Ｙ
Ｔ
フ
ァ
ー
ム（
高
松
）

　
農
地
の
集
積
を
進
め
地
域
農
業
の
再
生

に
取
り
組
み
、
不
耕
作
地
の
解
消
と
農
地

の
保
全
に
尽
力
し
て
い
る
。

稲
葉 

透
さ
ん（
葛
）

　
主
品
目
の
ネ
ギ
と
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
技

術
を
確
立
。
安
定
し
た
品
質
と
長
期
出
荷

が
市
場
関
係
者
か
ら
評
価
を
受
け
て
い

る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
農
事
組
合
法
人
で

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

生
活
・
文
化
部
門

戸
來 

洋
子
さ
ん（
太
田
）

　
農
村
女
性
の
活
躍
の
場
を
つ
く
る
た

め
、
地
域
の
仲
間
づ
く
り
や
生
活
文
化
の

継
承
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
産
物
加

工
の
指
導
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
地
域
内
の
支
援
学
校
で
学
習
活
動
の

支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

八
木
巻
神
楽
保
存
会（
大
迫
町
外
川
目
）

　
幅
広
い
世
代
の
有
志
を
中
心
に
神
楽
の

伝
承
に
尽
力
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
郷
土
芸
能
の
指
導
を
通
じ
て
青
少
年
の

健
全
育
成
や
世
代
間
交
流
を
図
る
な
ど
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

功
労
部
門

伊
藤 

慶
吉
さ
ん（
十
二
丁
目
）

　
営
農
組
合
を
設
立
し
、
法
人
代
表
理
事

と
し
て
不
作
付
地
解
消
や
ス
マ
ー
ト
農
業

導
入
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

畠
山 

富
男
さ
ん
、
孝
子
さ
ん（
膝
立
）

　
個
人
経
営
で
地
域
の
農
地
集
積
の
受
け

手
と
し
て
活
動
。
作
業
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
早
期
に
フ
レ
コ
ン
出
荷
を
導
入
し

た
。
さ
ら
に
、
地
域
の
神
楽
伝
承
や
子
ど

も
た
ち
へ
の
神
楽
指
導
な
ど
、
地
域
振
興

に
貢
献
し
た
。

髙
橋 

清
壽
さ
ん
、
廣
子
さ
ん（
糠
塚
）

　
わ
い
化
リ
ン
ゴ
栽
培
を
い
ち
早
く
導
入

し
生
産
技
術
向
上
に
努
め
る
ほ
か
、
防
除

班
長
を
歴
任
。
営
農
生
産
組
合
長
と
し
て

地
域
の
受
託
作
業
に
意
欲
的
に
取
り
組

み
、
地
域
の
農
業
振
興
に
貢
献
し
た
。

高
橋 

利
見
さ
ん（
高
木
）

　
60
年
以
上
曲
が
り
ネ
ギ
の
栽
培
に
取
り

組
み
、
地
域
へ
の
普
及
拡
大
を
図
り「
堰せ

き

袋
の
曲
が
り
ね
ぎ
」の
産
地
化
に
尽
力
。

栽
培
維
持
に
努
め
た
。

阿
部 

孝
男
さ
ん
、征
子
さ
ん（
西
宮
野
目
）

　
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
取
得
し
、
特
別
栽

培
米
を
栽
培
。
農
閑
期
に
は
南
部
杜
氏
と

し
て
技
術
確
立
の
一
躍
を
担
っ
た
。
さ
ら

に
、
地
域
で
取
り
組
む
飼
料
用
米
や
ム
ギ

な
ど
の
転
作
作
物
栽
培
に
も
積
極
的
に
参

加
し
、
地
域
の
農
業
振
興
に
貢
献
し
た
。

及
川 

宏
さ
ん
、
故
・
和
子
さ
ん（
太
田
）

　
リ
ン
ゴ
栽
培
の
先
駆
者
と
し
て
リ
ン
ゴ

栽
培
一
筋
に
取
り
組
み
、
農
業
関
係
の

数
々
の
要
職
を
務
め
る
な
ど
地
域
の
農
業

振
興
に
貢
献
し
た
。

小
原 

一
男
さ
ん
、
保
子
さ
ん（
北
笹
間
）

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
農
業
生
産
組
合

に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
関
わ
り
、
組
合

の
発
展
に
寄
与
。
さ
ら
に
、
国
体
出
場
経

験
を
生
か
し
地
域
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
監
督
を
務
め
る
な
ど
、
地
域
振
興
に

貢
献
し
た
。

栁
原 

久
夫
さ
ん
、
京
子
さ
ん（
石
鳥
谷
町

南
寺
林
）

　
花
巻
地
域
の
葉
茎
菜
類
の
面
積
が
減
少

す
る
中
、
地
域
を
け
ん
引
。
春
キ
ャ
ベ
ツ

生
産
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
。
さ
ら
に
、

農
業
委
員
な
ど
の
要
職
を
務
め
、
地
域
の

課
題
解
決
や
生
産
意
欲
向
上
に
努
め
た
。

佐
々
木 

長
孝
さ
ん
、
富
美
子
さ
ん（
石
鳥

谷
町
新
堀
）

　
大
型
区
画
圃ほ

じ
ょ
う場

整
備
事
業
に
よ
り
、
露

地
レ
タ
ス
、ネ
ギ
な
ど
を
生
産
。さ
ら
に
、

圃
場
整
備
後
の
農
業
生
産
組
合
の
設
立
に

携
わ
る
な
ど
、
農
業
に
対
し
積
極
的
に
取

り
組
み
、地
域
の
農
業
振
興
に
貢
献
し
た
。

浅
沼 

勉
さ
ん
、
千
津
子
さ
ん（
東
和
町
南

川
目
）

　
就
農
当
初
の
水
稲
、
果
樹
、
畜
産
の
小

規
模
複
合
経
営
か
ら
、
わ
い
化
リ
ン
ゴ
団

地
へ
の
造
植
を
機
に
果
樹
生
産
組
合
に
加

入
。
安
定
し
た
果
樹
経
営
と
多
品
種
・
多

系
統
栽
培
に
取
り
組
み
、
リ
ン
ゴ
産
地
の

確
立
に
努
め
た
。

青
年
農
業
奨
励
部
門

藤
原 

孝
雄
さ
ん（
大
迫
町
大
迫
）

　
水
稲
と
ピ
ー
マ
ン
栽
培
に
取
り
組
み
、

水
稲
防
除
作
業
の
た
め
に
ド
ロ
ー
ン
を
導

入
。
労
働
力
の
軽
減
を
図
る
な
ど
、
地
域

の
農
業
青
年
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

多
田 

昌
樹
さ
ん
、
美
穂
さ
ん（
東
和
町
小
友
）

　
中
山
間
地
域
で
園
芸
作
物
を
中
心
に
営

農
を
行
い
、
農
業
講
習
会
へ
積
極
的
に
参

加
。
規
模
拡
大
を
図
る
ほ
か
、
潅か

ん
す
い水

装
置

導
入
に
よ
る
労
働
力
軽
減
や
品
質
向
上
に

取
り
組
む
な
ど
、
地
域
の
農
業
青
年
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
。

【問い合わせ】 花巻市農業振興対策本部（農政課内☎23-1400）


